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デザイン性、表面機能性、複合機能性、設計自由
性、モジュール化などプラスチック製品に機能
特性を与えるさまざまな高機能化技術を現場で
適用できるように実践的に詳解。

プラスチック製品に高まる個性的な商品ニーズ
に応える二次加工技術とアドバンスド成形技術
をまとめた1冊。
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